
納入申告書の記載例

（特定公社債以外の公社債利子等）

利子等の支払をした年月を記載してください。 ①府内の営業所等分を一括して申告納入

①この納入申告書等は「種類」欄の (マル優無効分の納入の場合は、空欄にしてください。） 　する場合は 「府」を、営業所等ごとに、

　 種類ごとに作成してください。   申告納入する場合は 「営」を○印で

②「種類」欄には、いずれか1つに 納入申告書の提出日(納入日）を記載してください。 　囲んでください。

　レ印を つけてください。 ②一括して申告納入する場合は、営業所

一致します。 特別徴収義務者番号は、必ず記入してください。   等別明細書を 添付してください。

営業所等の所在地及び名称等を

利子割が課税される利子等の支払額 記載の上、当該営業所等の印を

及び税額を記入してください。 押印してください。

法人番号(13桁）を記入してください。

非居住者に対して支払をした利子等

の額をを記載してください。 課税の対象となる利子等の支払額

を記載してください。

利子割が非課税とされる利子等で、 納入すべき税額を記載してください。

非居住者以外のものに対して支払を

した利子等の額を記載してください。 特別徴収税額(02)と延滞金(03)の

合計額を記載してください。

マル優無効分の納入の場合には「マル優無効分」と明記し、 一致します。 金融機関において受付印を押印します。

マル優無効分月別明細書を添付してください。
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